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　私たちは「きれいな月山」を維持することを目的
に、山のごみ問題が社会問題となっていた昭和42
年頃、出羽三山神社や宿坊、関係機関の協力の下
で発足しました。現在は30団体ほどのメンバーで、
月山の自然保護や環境維持管理を行っています。
　主な活動の一つは公衆トイレの管理です。10年
ほど前におがくず式バイオトイレを導入し、登山者
から高い評価を頂いています。登山道整備も欠かせ
ません。遭難防止と植生保護を目的とした誘導ロー
プを張り登山者へ注意を促しています。また、けが
人や緊急時に対応できるよう、数人の管理員が定期
的に登山道をパトロールするほか、ＡＥＤの設置や

搬送用ハーネスの導入を進めています。
　訪れた方から「月山の自然はきれいですばらしい
ですね」と感想を頂くことがあります。とてもうれ
しいですし、今ある月山の姿を後世に引き継ぐ大切
さを改めて感じました。また、私たちと一緒に作業
を手伝ってくれる地元の方や関係機関の協力のおか
げで50年近くも活動が続いてきたと思います。こ
のつながりを大切にしながら、これからも月山の自
然や環境を保全する活動を続けていきたいですね。
　今年も７月１日の山開きで登山シーズンが始まり
ます。一人でも多くの方から月山に足を運んでいた
だき、山歩きを楽しんでもらえたらと思います。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

月山の自然を未来につなぐ

工
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平 さん　（羽黒・手向）

　磐梯朝日国立公園に指定され日本百名山
にも選ばれている月山。手軽な散策コース
や本格的な登山ルートが整備され、かれん
な高山植物や雄大な景色を楽しむことがで
きます。工藤さんは山形県自然公園保全整
備促進協議会羽黒支部長として、地元住民
や関係機関等と協力しながら、月山の自然
と登山者の安全を守る活動を行っています。
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